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昨年も行われた動画づくり講座。今年度

はパソコンからスマートフォンに持ち替

えて、誰でも簡単につくれる動画講座を

行います。 

【対象】スマートフォンをお持ちで動画

制作に興味のある方 

【日時】令和 5年春頃 

※上記講座については 11 月 30 日現在の情報を掲載しております。詳細につきましては、今後

の「広報ひの」または「市公式ホームページ」をご覧ください。 

※今後の情勢等により内容の変更・中止となる場合がございます。予めご了承ください。 

多摩市と連携して行う「たま学びテラス事業」から、今年もユニークな講座が出

てきました。あなたはどの講座を受けてみたいですか？ 

 多摩ニュータウンと百草地域の人々が紡

いできた営みや長い時間が織りなした自

然を感じながら歩いてみましょう。 

【日時】令和 5年 1月～3月（全 4回） 

【注意】多摩市・日野市に在住・在勤・在

学の方（丘陵地域を歩きますので健脚な

方向けの講座です） 

日野市近隣大学の専門的な知識を学べる

大学連携講座を行います。薬学、歴史、ス

ポーツ…など。１講座からご参加できま

す。 

【日時】令和 5年 1月～3月 

【参加大学（予定）】実践女子大学、中央

大学、帝京大学、東京薬科大学、明星大学

（敬称略・五十音順） 

 

多摩市と協働して両公民館のＩＣＴ環

境の整備・大学連携等のつながりを強化

することで、市民の学びのフィールドを

多摩地域に拡大し、より豊かな学びを実

現する事業です。令和 3 年度より 3 年間

展開しています。 

たま学びテラスとは？ 
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〇来年は創立 20周年 

中央公民館を拠点に活動している「日野

市将棋サークル」。現在、50～80 歳代の

16名の方が在籍しており、メンバーの中に

は都心から通われている方も。棋戦は総当

りやトーナメント方式でハンデを付けるな

ど工夫しながら行っています。同じ趣味を

持つ仲間が集まり、同じ時間を過ごすこと

が楽しいと皆さん。 

来年 10 月に創立 20 周年を迎える同サ

ークル、節目の年でもあり棋士の方をお招

きするなどして何かイベントを行いたいと

検討中です。 

 

〇子どもの指導もしています！ 

「日野市将棋サークル」では六年前から

子ども達への指導も行っており、現在年長

から小学六年生まで 10 名の生徒が在籍し

ています。中にはハンデなしで大人と互角

に勝負する強者もいるとのこと。子ども達

を指導している Aさんは、子ども達の夢中

で楽しそうな顔を見ているのが嬉しいと話

してくださいました。 

 

〇楽しく、元気に 

楽しく将棋を指せる「日野市将棋サーク

ル」、今後もメンバーがいつまでも元気でフ

ァミリー的なサークルでありたいとおっし

ゃっていました。サークルでは会員を随時

募集しており、将棋が好きな方ならどなた

でも入会歓迎です。 

 

日野市将棋サークル 

 

 今回の取材先は 

 

公民館だより編集委員会では、掲載希望のサ

ークルを募集しています。 

サークルの魅力を取材に伺います！ 

ぜひ中央公民館までご連絡ください。 

電話 042-581-7580 

サークルのみんなで 

子ども将棋指導対局 

活動の様子 
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12月開催講座 公民館×日野第六小学校 星空講座 

季節を楽しむ和の行事～お正月行事と餅花づくり～ 

冬休み書初め講座 

1月開催講座 

 

 

ひの市民大学 いきいきと生活するために がんばりすぎない 家事と家計 

ひの市民大学 香道体験～香りを楽しむ～ 

国際理解講座 ウクライナ編 

令和 4年度 子どものための居場所づくりセミナー 

2月開催講座 シニア世代による子どもの居場所づくり講座 

親子で楽しむ電子工作講座 

子育て講座 

蚕でつなぐプロジェクト 

緩和ケア講座 ライブビューイング 

3月開催講座 ～命を守る知恵と技～ あんどうりすさんに学ぶ防災講座 

プログラミング講座 

開催期間 壁展示 ガラスケース 

11 月 26 日（土）-12 月 9 日（金） 日野国際友好クラブ わかば会(陶芸) 

12 月 10 日（土）-12 月 23 日（金） 明星大学 釉の会（陶芸） 

12 月 24 日（土）- 1 月 20 日（金） 日野市科学展(教育委員会) 陶炎会（陶芸） 

1 月 21 日（土）- 2 月 3 日（金） 悠々散歩クラブ with おりづるの会 土楽（陶芸） 

2 月 4 日（土）- 2 月 17 日（金） 谷仲山Ｒの会 せらみく（陶芸） 

2 月 18 日（土）- 3 月 24 日（金） 日野宿ひな巡り（布遊びひなの会、布遊び幸の会、市民の方） 

令和４年度 中央公民館講座等事業（12～3月）のご紹介 

 

 

令和４年度 公民館まつりのお知らせ 

 

 

８月に延期した公民館まつりのステージ部門を 12 月 10 日（土）に開催いたしま

す。みなさんの日頃の成果をお楽しみ下さい。（オンライン中継もございます） 

 

公民館まつりの展示部門の発表を 10 月 1 日（土）より中央公民館談話室で行って 

います。これからの展示スケジュールです。ご来館の際にはぜひご覧ください。 

 

【日時】  12月 10日（土）午前 10時～午後 3時 15分 

【会場】  中央公民館 2階講座室 

【出演団体】日野囃子保存会、人形劇サークルうどの大木、尺八サークル、 

      かわせみハーモニカアカデミー、トルトガマンドリンアンサンブル、 

      どぅすの会、たまゆら太鼓 

 

中央公民館で開催する講座についてお知らせします。いろんな講座がいっぱい！ 

あなたもチャレンジしてみませんか？詳しくは「広報ひの」でお知らせします。 
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改
め
て
自
然
の
美
し
さ
に
感
謝
で
す
ね
。
（
Ｒ
） 

中 央 公 民 館 ： ☎ 042(581)7580  Fax 042(581)2110 
高 幡 台 分 室 ： ☎ 042(592)0864  Fax 042(594)1915 
E - m a i l （共 通 ）： pubhall@city.hino.lg.jp  

お
買
い
物
に
は 

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

参
し
ま
し
ょ
う
！ 

市民編集  

委員コラム 

第１６回ひのっ子シェフコンテストを開催しました！ 

市内在住の小学４年生から６年生を対象とした料

理コンテスト、ひのっ子シェフコンテストの最終審査を

令和 4 年 10 月 30 日（日）に実施しました。 

昨年は新型コロナウイルスの影響で書類審査で

の最終選考となりましたが、本年は調理による審査を

行いました。34 作品の応募の中から一次選考を通

過した 5 組のひのっ子が料理の腕をふるいました。 

受賞レシピは「市公式ホームページ」にて公開しま

す。 

 

 

イタリアン風！

トマト×ミルクの

冬瓜

にこみうどん

梨とトマトの

丸ごと

黒米カレー

～土方歳三の

大好物 タクアンを

を使った～和風ベジ

ブロス キーマカレー

土方としぞうも

食べた？

日野野菜丼

シャキシャキ
れんこんと

ほくほくさつまい
もの大学いも

金賞 銀賞 

栄養士と調理員が
選んだ特別賞 

銅賞 

子ども審査員賞 

銀賞 銅賞 

これから旬を迎える魚の一つに鰤（ぶ

り）があります。脂がのったものを照り

焼きにして食べるのが私は好きです。長

崎県や島根県での水揚げ量が多い魚で

すが、近年は北海道が一番多いというこ

とをニュースで初めて知りました。 

原因は地球温暖化による海水温の上

昇、これにより魚の生息域が変化してし

まったようです。食べ物からも私たちの

身の回りで起きている地球温暖化の影

響を実感することができます。近い将

来、色鮮やかな南の魚が食卓に並ぶ日が

来るかもしれません。 

そうならないように日々できること

を継続していこうと思います。（Ｙ） 

 


